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地方独立行政法人法第13条第4項及び第34条第2項並びに公立大学法人都留文科大
学監事監査規程第3条及び第 5条第1 項の規定に基づき、令和4年6月10日、公立大学
法人都留文科大学の令和3 年度における業務の執行について定期監査を実施したので、同
規程第10条第1項により、その結果を下記のとおり報告いたします。

記
1.監査方法の概要

都留文科大学において関係職員から業務の執行状況について報告を受け、提出された
監査調書等により監査を実施しました。帳票その他証拠書類の原本及び現物の照合確認
並びに担当者からの概況聴取・質疑応答などの方法により実施いたしました。

会計監査については、財務諸表（貸借対照表、損益計算書、合計残高試算表）などを確
認するとともに、事業年度内の特徴ある取引については、関係書類・帳票等の 提示を求
め、関係部署の担当者から説明を聞くなどして会計内容を監査いたしました。

業務監査については、中期計画に掲げられている112 項目に対応した年度計画145
項目の進捗状況等の報告と質疑応答により業務内容を監査いたしました。

2.監査結果の概要
業務の執行は、適正に行われていると認められる。 年度計画の進捗についても、順調

であると認められる。

3是正又は改善を要する事項
(1)会計監査
① 経常費用と経常収益について






